
( 2026年度・看護福祉学部 )

マーケティング論

[講義]　第３学年　前期　選択　2単位

《担当者名》〇大原　裕介（客員）ohara@yu-yu.or.jp、河内　崇典（非）、酒井　美結（非）

【概　要】

本講義は、社会起業家をゲストスピーカーとして招き、現代社会の課題解決に向き合う実践的講義から社会的ニーズの把握から

資源開発までのソーシャルビジネスにおけるマーケティングの手法を学ぶ。また、ゲストスピーカーの講義と組み合わせ、振り

返りグループワークを実施し、ソーシャルビジネスの果たしている機能と役割及びマーケティング手法の思考を深める。

【学修目標】

本講義を履修することにより、現代社会の課題解決における実践内容とニーズから資源開発の実践的な講義からソーシャルビジ

ネスの機能と役割、実践的なマーケティング思考と方法を習得することを目標とする。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 オリエンテーション ソーシャルビジネスの社会的役割と機能を理解するた

めの講義を実施する。

大原、河内、酒井

2 制度を超えた福祉展開の理解 「NPO法人み・らいず２」の講義動画を視聴し、社会

的支援が必要な人たちへの制度を超えた事業展開を理

解する。

大原、河内　

3 制度を超えた福祉展開の理解 第２回の講義の振り返りワークショップを実施し、講

義内容をより深める。

大原、酒井

4 生活困窮者、ホームレス支援の現場

のリアルを理解する。

「NPO法人Home door」の講義動画を視聴し、生活困窮

者、ホームレス支援の幅広い事業展開を理解する。

大原、河内　

5 生活困窮者、ホームレス支援の現場

のリアルを理解する。

第４回の講義の振り返りワークショップを実施し、講

義内容をより深める。

大原、酒井

6 大学生主体のソーシャルビジネスの

現場のリアルを理解する。

「NPO法人ブレーンヒューマニティー」の講義動画を

視聴し、青少年支援を行う大学生主体の非営利組織の

事業展開を理解する。

大原、河内　

7 大学生主体のソーシャルビジネスの

現場のリアルを理解する。

第６回の講義の振り返りワークショップを実施し、講

義内容をより深める。

大原、酒井

8 ひきこもりの居場所支援の現場のリ

アルを理解する。

「NPO法人COCOいこっと」の講義動画を視聴し、ひき

こもりの居場所支援の事業展開を理解する。

大原、河内

9 ひきこもりの居場所支援の現場のリ

アルを理解する。

第８回の講義の振り返りワークショップを実施し、講

義内容をより深める。

大原、酒井

10 発達障害児を対象としたソーシャル

ビジネスのリアルを理解する。

「ツナガリMusic Lab.」の講義動画を視聴し、発達障

害児の自己肯定感を高める音楽教室の事業展開を理解

する。

大原、河内

11 発達障害児を対象としたソーシャル

ビジネスのリアルを理解する。

第１０回の講義の振り返りワークショップを実施し、

講義内容をより深める。

大原、酒井

12 ひとり親の子どもに対する生活・学

習支援の現場のリアルを理解する。

「NPO法人あっとすくーる」の講義動画を視聴し、ひ

とり親の子どもたちに対する生活・学習支援の事業展

開を理解する。

大原、河内

13 ひとり親の子どもに対する生活・学

習支援の現場のリアルを理解する。

第１２回の講義の振り返りワークショップを実施し、

講義内容をより深める。

大原、酒井

14 福祉現場と大学生をつなぐ中間支援

組織のソーシャルビジネスについて

理解する。

「一般社団法人FACE to FUKUSHI」の講義動画を視聴

し、福祉を学ぶ大学生と現場を繋ぐ中間支援組織の事

業展開を理解する。

大原、酒井

15 まとめ 「NPO法人み・らいず２」、「一般社団法人FACE to

FUKUSHI」共同代表の河内崇典による対面の講義を実

施し、ソーシャルビジネスにおけるマーケティングに

ついて理解する。

大原、河内、酒井

【授業実施形態】
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面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【アクティブ・ラーニング】

導入している

【評価方法】

種別：課題レポート（70%） 　授業に参加する態度と姿勢（30％）

評価基準：マーケティング思考の習熟度、授業内容の理解度

【教科書】

教科書は使用しない

【学修の準備】

・現代の社会課題に対し関心を寄せ、事前に調べておくこと。ゲストスピーカーの取り組みをweb等で事前に調べておくこと。

（予習2時間）

・現代の社会課題に対する取り組みを調べ、講義内容を深めるとともに課題解決の手法について考察する。（復習2時間）

【ディプロマ・ポリシー(学位授与方針)との関連】

DP4：保健・医療・福祉をはじめ、人間に関する様々な領域の人々と連携・協働できる能力を身につけている。

DP5：多様な文化や価値観を尊重して地域社会に貢献できる能力を身につけている。

【実務経験】

大原裕介（社会福祉士）

【実務経験を活かした教育内容】

社会福祉法人ゆうゆうの理事長としての実務経験を活かし、実践的教育を行う。

【その他】

この科目は主要授業科目に設定している


